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はじめに

NICT研究成果が事業化された2022年以降、都道府県（広域自治体）の3割、自治体・観光協会100団体が有償導入※頂きました。
全国皆さまからご期待頂く、観光EBPM立案評価システムがどのように作られ、どう使われているのかをご紹介します。 ※2023年2月時点

観光統計に求められる変化

コンセプト

「デジタル観光統計」を身近に。

GPS位置情報データ

2,500万MAU
うち性年代属性付き500万MAU

観光スポット情報

数ヶ所 ～数千ヶ所

×

保有・登録データ モニタリング結果表示データ加工

▪ 低負荷で分析可能なデータに加工

▪ 月曜～日曜までを翌木曜に提供

▪ BI表示に適した形へ加工

準リアルタイム解析
データマート

デジタル観光統計サービス「おでかけウォッチャー」が解決

▪ 最大2,000箇所の一括データエクス
ポートに対応

▪ 低額な追加アカウント発行料金で、
複数主体間での環境共有が可能

大量地点365日調査への対応
ウィズコロナを迎え、3密回避を踏まえた
ロングテール型の観光振興が必要

旅行目的の多様化への対応
ワーケーションやサステナブルツーリズムなど、
多様化する旅行形態の把握が必要

調査手法の共通化
旅行者視点で、行政区画の境界なく、
地域一体となった受入取り組みが必要
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弊社紹介

事業概要

• スマートフォンアプリ事業者向けに、位置情報サービスを安
心・安全、安価に提供できるプログラムや支援サービスを提供

• 提携アプリ事業者を通じて、スマートフォン利用者より予め個
別に許諾を得た上で位置情報データを取得保持

• 国内最大規模の位置情報データを活用し、事業会社や行政自治
体のマーケティング課題を解決するデータサービスを提供

参考：おでかけ研究所 ※2021年7月よりブログウォッチャー

• 2011年 スマホゲーム会社である株式会社コロプラの１部門と
して、位置情報データコンサルティング事業を開始

• 2020年 九州大学・九州工業大学と共にNICT事業採択

• 2021年 ブログウォッチャーに事業譲渡（NICT事業承継）

2,500万MAU
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研究体制・概要
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NICT委託研究 研究開発実施者

九州大学（代表研究者）

【代表研究責任者】
荒川 豊
大学院システム情報科学研究院・教授

【研究員】
石田 繁巳
システムLSI研究センター・客員准教授

峯 恒憲
大学院システム情報科学研究院・准教授

九州工業大学（研究分担者）
【実施責任者】
野林 大起
大学院工学研究院・准教授

【研究員】
池永 全志
工学研究院・教授

【研究員】
塚本 和也
大学院情報工学研究院・准教授

株式会社ブログウォッチャー（研究分担者）

【実施責任者】

酒井 幸輝

おでかけ研究所・所長
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NICT委託研究 研究開発の狙いと背景

● EBPM（Evidence Based Policy Making：根拠に基づく施策・政策決定）

平成29年頃より、様々な省庁で重要視されている考え方

経験や勘、度胸に頼る政策立案ではなく、データをもとにした政策立案により以下のような効果が得られる

数千万人の位置情報ビッグデータとイベント情報を紐付ける技術を
開発し、自治体におけるEBPM（Evidence Based Policy Making）

を支援するシステムを実現する。福岡市のイベントを中心に検証を
進め、全国の自治体で利用されるシステムへと発展させる。

業務推進力向上 費用対効果向上 説明責任 持続的改善
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NICT委託研究 研究開発の狙いと背景

● EBPMを阻害する要因

○ 時間がかかる（調査期間） 単年度事業・都度入札、通常業務で手一杯

○ 人手がかかる（業務負荷） 多様な地域課題に応じた個別設計、分析が必要

○ お金がかかる（予算調達） 自治体予算の中でEBPMに充てられる予算は小さい

事業者を巻き込んだ研究開発により、サステイナブルな提供価値モデルを開発

（１）データ仕様と分析方法の共通化 … 低コスト・量産化

（２）新たなビジネスモデルの開発 … 市町村の利用無償化

「人」も「時間」も「お金」もない
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NICT委託研究 研究開発の概要
九州大学 ブログウォッチャー 九州工業大学

商店街 商業施設旅館組合 交通事業者 観光協会

研究開発項目３ サステイナブルなデータ提供に向けたデータ利活用法の確立

研究開発項目１

位置情報ビッグデータと地域施策情報のデータフュージョン

研究開発項目２

EBPM活用に向けた施策・イベントに対する
人流変化分析とデータ提供

位置連動広告事業者

（データホルダー）

データ変換 位置情報・イベントデータ

他サービスデータ
検証

来街目的判定

イベント・施策×人流の関係分析

自治体A 福岡市 自治体B

SNS レンタカー

第３者

収益モデルの検証

福岡市が実証実験に全面協力

イベント検知＋対話によるインタラクティブ情報収集

ノウハウデータ

EBPM用検索システムの提供

収益モデルの検証

自家用車

（ETC2.0）
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研究成果内容



Pg.10

位置情報を活用した動態調査で広く使われていた観光客定義はサーバー処理負荷が大きく、
全国数万～数十万箇所もの大量地点を高頻度（少なくとも週１回）で分析することが困難

NICT委託研究 研究成果（１）データ仕様と分析方法の共通化

a. 観光客判定ロジックの見直し

移動距離 40km 又は総時間 4 時間以上の旅程

国総研資料： 携帯電話基地局の運用データに基
づく人の移 動に関する統計情報の交通計画等へ
の適用に関する共同研究 (2018). 
http://www.nilim.go.jp/lab/bcg/siryou/ 
tnn/tnn1015pdf/ks101504.pdf.

自宅から直線距離で20km 以上離れた場所に
1 日に 2 回以上ログが発生した人数

１地域あたり数時間かかる処理を
数分まで短縮し、高頻度調査を実現
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b. 計測エリアの設定粒度の見直し

NICT委託研究 研究成果（１）データ仕様と分析方法の共通化

メッシュ化データで人数推計 建物/敷地の形状に合わせてユニーク人数推計

2,500人
⇒ 本来の施設来訪者数と大きく乖離

500人
⇒ 施設来訪者数が正しく計算可能

500人
300人 2,200人

周辺施設の来訪者が
含まれてしまう

複数メッシュ間の回遊者が
重複カウントされてしまう

観光スポットを250m四方メッシュでエリア設定すると施設来訪者数の推計精度が低く使えない。
独自に10m四方メッシュを開発し、建物形状に合わせて設定する方式に変更
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NICT委託研究 研究成果（１）データ仕様と分析方法の共通化

左図：内製エリア情報設定ツール 右図：エリア情報自動生成システム

参考：メッシュ取得ツール開発

建物/敷地形状に合わせたメッシュ取得を効率的に実施するために、事業者（ブログウォッ
チャー）が独自にメッシュ取得ツールやシステムを開発し、実用化を推進
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NICT委託研究 研究成果（１）データ仕様と分析方法の共通化

参考：信頼性検証

◼ （一社）広島県観光連盟HITの協力を得て，広島内全 23 市町を対象 に県内数千ヶ所の観光
スポットを設定

◼ 2019 年 1 月～ 2022 年 12 月まで 3 年間にわたって市町ごとに観光スポッ ト来訪者数を集
計し，公的統計である総観光客数と比較

◼ 各年とも相関係数 0.9 以上と極めて高い相関関係を確認
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位置情報データは観光、ビジネス、日常生活など異なる目的の移動が含まれるデータのため、
市町村など広域では帰省や出張が除去できない。市町村観光統計との傾向不一致、代替困難

c. 市町村来訪者数の集計方法の見直し

NICT委託研究 研究成果（１）データ仕様と分析方法の共通化

市内数百箇所の観光施設敷地形状内
いずれか来訪者を集計

市内全域を対象に高頻度来訪者を除外

⇒ 既存観光統計と傾向不一致
（帰省や出張が含まれるため）

既存観光統計と高い相関実現
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顧客の再定義による市町村利用無償化の実現

NICT委託研究 研究成果（２）新たなビジネスモデルの開発

事
業
者

県

市
町
村

対価支払

対価支払

ライセンス提供

ライセンス提供

・

事
業
者

県

市
町
村

対価支払

0円（無償）

ライセンス提供

バラバラに提供すると、
支払能力のない市町村は利用できない

県の事業として市町村にライセンス提供
市町村は観光地点情報の整理と登録を担う

情報・
労力提供

ライセンス
提供

調査予算余力のない市町村と、比較的調査予算はあるものの、域内数千ヶ所の観光スポット情
報を把握していない都道府県の役割を整理し、一体として価値提供できるスキームを開発
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研究成果の事業化
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コンセプト

「デジタル観光統計」を身近に。

自治体観光客分析に特化した人流モニタリングツール

これからの観光行政に求められる、３密を避けた交流人口拡大、データに基づく政策

立案評価(EBPM)や、持続可能な観光地域経営の実現をサポート

九州経済調査協会とブログウォッチャーおでかけ研究所が連携。ブログウォッチャー

が蓄積している位置情報データをBIツールで可視化

2021年にβ版・実証サービス開始、2022年に正式サービス開始
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おでかけウォッチャー概要

GPS位置情報データ

2,500万MAU

域内観光スポット情報

任意指定 ～数千ヶ所

×

保有・登録データ モニタリング結果表示データ加工

▪ 低負荷で、深堀分析が可能な
データ形式に加工

▪ 月曜～日曜までのデータを翌
木曜に提供

▪ BI表示に適した形へ加工

準リアルタイム解析
データマート

特徴１ 圧倒的な取得サンプル数で、実際の来訪者数増減が数百人程度でも分析できる

特徴２ 誰でも直感的に使えるよう地域観光分析に特化したユーザインターフェイスを採用

特徴３ 専用データ加工処理により、トレンド比較と深堀分析をストレスなく実行

※本サービスの活用データは個人情報を含みません。また個人を特定できないように加工した上で利用しています
※本サービスは国立研究開発法人情報通信研究機構（NICT）の委託研究開発成果の一部を活用しています
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典型的な分析ステップ

観光スポット○○来訪者数
△△花火大会2019（8/3）、××フェスティバル2019
（5/17-18）、▽▽フェスタ2019（3/30）で来訪増

A市来訪者数
2019年1月～3Q連続300万人突破

2021年は、□□マルシェなど密にならないイベントで人流分散

自地域と周辺地域との地域
特徴の違いを把握

過去3ヶ年の客数増減傾向を把握

観光コンテンツ単位で変動要因把握
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その他トピック紹介

九州経済調査協会「九州経済白書2023」

おでかけウォッチャーのデータを75頁にわたって分析した
白書を刊行。コロナ禍による九州域内の観光流動の減少幅
は首都圏よりも小さいことや、旅行の近距離化、平日や郊
外への分散傾向、買い物や自然資源・温泉志向の高まりな
どを確認し、九州経済発展のための基礎データが得られた。

広島県観光協会の観光統計見直し

県内全23市町との協議の上、2023年度より共通基準の観光
入込客数をやめて、総観光客数（日本人）をおでかけ
ウォッチャーデータに切り替える方針を発表。
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＜事例＞新規大型商業施設の町内周遊状況モニタリング

周遊状況が明らかになり、プロモーションの見直しに活用

大型商業施設
来訪前

大型商業施設
来訪後

大型商業施設と
町内スポットとの周遊者数

●商業施設訪問前後の観光スポットへの周遊は、同期間で比較すると、
商業施設来訪後よりも、前の方が1.6倍多い結果に。
生鮮冷凍食品の購入客が多く、来訪後の回遊施策が利きにくい可能性あり。

●看板による施策が中心だが、別プロモーション施策の検討に繋げる。
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＜事例＞宿泊促進キャンペーンにおける効果測定

宿泊促進キャンペーンの効果測定および客数増加要因を可視化し、今後の施策検討に活用

来訪地分析 属性分析 その他分析

■発地分析
発地距離300km以内からの来訪者が40%増
加している。

■周遊分析
ホテル・旅館からの周遊は10%増加している。
特に「スポーツ・アクティビティ」、
「温泉・スパ」で周遊が増加している。

●キャンペーン実施により、10,000人程度の誘客増に繋がった可能性がある

●また、認知拡大による周遊促進などの相乗効果があったことが確認できた。

●次回キャンペーン実施時の観光消費への波及効果の範囲見直しに活用可能
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まとめ

◼ 位置情報データの活用自体は新しいテーマではないものの、「共通化」と
「顧客の再定義」の工夫により、お金も人も時間もないという地域課題を乗
り越え、順調に研究成果の社会実装が進行している。

◼ システムの社会実装が進むにつれて、可視化＞＞課題特定＞＞施策立案＞＞
自動化へと顧客ニーズが深化し、それぞれが研究テーマになりえる。

◼ 事業者側のアセットも、国内最大規模の位置情報データに加えて、分析事例
データベース、全国観光スポットマスタ、訪日客位置情報データと拡張して
おり、「鳥の目」で全国規模の調査研究やプロダクト開発ができる土台が
整ってきている。

◼ 現時点では、おでかけウォッチャーの利用は自治体・観光協会等のみだが、
近い将来、研究用途にも活用できるようにしたいので、ご興味頂けましたら、
ご連絡ください。
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ご視聴ありがとうございました

「おでかけウォッチャー」に関するお問い合わせ窓口

㈱ブログウォッチャーおでかけ研究所

odekake-ml@blogwatcher.co.jp

mailto:odekake-ml@blogwatcher.co.jp
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